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BANG & OLUFSEN、注目デザイナー
GAMFRATESIとコラボレーション

極上の音響、洗練を極めたデザイン、すべてがスマートな一台に
Bang & Olufsen（バング & オルフセン）のポータブルWiFiスピーカーBeosound（ベオサウンド）A5は、
いま、最も注目を集めるデンマーク人とイタリア人のデザインユニットGamFratesi（ガムフラテ－ジ）との
デザインコラボレーションによって生まれた新商品です。
北欧とヨーロッパのデザインが融合した美しい外観に、同社の特徴である妥協のない豊かなサウンド、
細部までこだわり抜いたクラフツマンシップ、そして長く使えることを念頭において作られました。
最新のソフトウェアプラットフォームを採用し、他のネットワーク対応スピーカーともシームレスに繋がります。
タイムレスなデザイン、最新のテクノロジーに利便性が加わったスピーカーです。
発売に際し、実際に新商品をご体感いただけるイベントも開催いたします。

作曲家・阿部海太郎による
オリジナル曲の披露、
アーカイブ展を開催

今までのポータブルスピーカーの常識を覆す
BEOSOUND A5 発売

圧倒的な表現力と鮮やかなパワーを持ち運べる



Bang & Olufsenは常に

の3つを軸に、製品概要を表現しています。

Beosound A5はBang & Olufsen史上最もパワフルなポータブルスピーカーであり、圧倒的な表現力で
あらゆる音源を細部まで再現します。フロントに5.25インチのカスタムウーファーと3/4インチのツイーター
を構え、背面には斜めの角度でフルレンジを2機搭載しています。4つのデジタルアンプは合計280ワットの
パワーを持ち合わせます。力強いサウンドのなかに深みのある低音と繊細で豊かな中高音は、広い空間でも
360°全方位に広がり、リスナーの耳だけではなく心までも捉えます。
またBeosound A5は本体に内蔵されたマイクを使って、空間に合わせたサウンドを生み出します。

本機種には、Bang & Olufsenを代表するフラッグシップスピーカー、Beolab（ベオラブ）90とBeolab 

50のDNAを受け継いだビームフォーミング技術が採用されています。これによりポータブルスピーカーでは
類を見ない高音質が実現し、全く新しいサウンド体験を堪能することができます。
Beolink Multiroom、Airplay 2、Chromecast、Spotify Connect、Bluetooth 5.2対応で、
音楽体験の幅が更に広がります。

ACOUSTIC
パワフルで緻密なサウンド

・ ACOUSTIC （アコースティック）

・ DESIGN （デザイン）

・ CRAFTSMANSHIP （クラフツマンシップ）



DESIGN
アイコニックでタイムレスなデザイン

Beosound A5の素材や自然な丸みを帯びた形状と持ち手は1961年に発売されたBeolit（ベオリット） 
607から、ウッド仕上げの手法は1960年後半から70年代初めにJacob Jensen（ヤコブ・イェンセン）に
よってデザインされたBeolit 800とBeolit 1000から継承されています。
“Bang & OlufsenのアイコニックなBeolitシリーズやスカンジナビアの自然や文化に見られる色や素材
など様々なモノやコトからインスピレーションを得ました。ビーチで見かける伝統的なパナマハットから
1960年代の手織レザーをアクセントにしたデンマーク製の椅子まで、実験的に様々な要素をブレンドさせる
ことでBeosound A5のデザインは生まれました。” とGamFratesiは振り返ります。
インテリアやシーンによって使い分けられるNordic Weave（ノルディックウィーブ）とDark Oak（ダーク
オーク）の２色展開で、両色とも家の中はもちろん、庭先やテラスなど外の空間でも美しく映え、シンプルか
つナチュラル、機能性の高いデザインで知られるスカンジナビアンデザインのエッセンスをふんだんに取り入れ
たタイムレスな逸品です。Nordic Weaveはラフィアを使ったサマーバッグのような出で立ちでスカンジナ
ビアのビーチで過ごすヴァカンスを連想させ、Dark Oakはスカンジナビア特有の木のぬくもりを感じさせ
るダークオークを本体と持ち手に使用しました。



CRAFTSMANSHIP
Bang & Olufsenの技術が集結

Beosound A5にはBang & Olufsenのアルミニウムとオーク無垢材を使った巧みな加工技術が体現され
ています。アルミニウムの本体に漉き紙を使った繊維素材のNordic Weaveと本物のオーク材を用い細心
の注意を払って組み立てたDark Oakの2種類のカバー、ソリッドな木材の持ち手を握れば家中どこでも簡
単に持ち運べ、テーブルや棚など好きなところにその時の用途や気分によって置くことができます。
更にIP65の防水機能を搭載しているため、防塵、防水、耐久性に優れ、電源コードに縛られずに安心して
アウトドアアクティビティーにもお使いいただけます。12時間の再生時間と本体トップ部分で携帯電話など
を充電できるQiチャージを備えたBeosound A5は、時代を超えて受け継がれてきた技術を集約させた最
新の多機能ポータブルスピーカーです。
本体の操作はBang & Olufsenのアプリケーションからもスムーズにストレスなく行うことができます。

LONGEVITY
ロングライフ設計

Bang & Olufsenの製品におけるロングライフへのこだわりはBeosound A5にも反映されています。
タイムレスなデザインに加え、自社最新のMozartソフトウェアプラットフォーム、今後の新しい技術などの更
新にも対応できるような処理能力と接続技術を搭載したモジュールデザインで設計されています。このデザイ
ン方法により、故障で買い替えるのではなく、修理や部品交換により長きに渡りアップデートしながらご愛用
いただけます。Beosound A5は取り替え可能なフロントカバー構造を採用し、循環型ソリューションに貢
献するため高品質な素材を使い、簡単に分解できるような構造になっています。
人にも地球にも優しいハイエンドスピーカーです。



製品概要

スピーカー構成　　　　　　5.25インチ ウーファードライバー x 1

計4基　　　　　　　　　  2インチ フルレンジドライバー x 2

3/4インチ ツイーター x 1

パワーアンプ   　　　 　     70W クラスD （ウーファー用） x 1

計280ワット　　　　         70W クラスD （フルレンジ用） x 2

70W クラスD （ツイーター用） x 1

周波数帯域　　　　　　　 32 Hz – 23,000 Hz

最大音圧レベル　　　   　  101 dB SPL @1m （SPL）

入力　　　　　　　　　　 USB-Cポート x 1 （充電用）

インターネット接続　　　　 デュアルバンドWLAN 2.4 & 5 GHz （IEEE 802.11 b/g/a/n/ac/ax）

ストリーミングサービス　　  Apple AirPlay 2、Chromecast built-in、Spotify Connect、Bluetooth 5.2、Tidal Connect、Deezer

マルチルーム　　　　　　  Apple AirPlay 2、Chromecastグループ、Beolink

サイズ　　　　　　　　　  28.5 x 18.7 x 13 （幅 x 高さ x 奥行き / cm）

素材　　　　　　　　　　 天然オーク材、ペーパーラフィア、アルミニウム、ポリマー

重量　　　　　　　　　　 Nordic Weave: 3.743kg、Dark Oak: 3.747kg

電源　　　　　　　　　　 100-240 ボルト、50-60Hz、電力消費 通常8W （スタンバイ時: 3.7W）

製品名　　　　　　　　    Beosound A5

価格　　　　　　　　　　 Nordic Weave: ¥144,990（税込）　　　Dark Oak: ¥159,990（税込）

保証期間　　　　　　　　 3年間

発売日　　　　　　　　　 4月27日以降、順次発売予定

希望ハッシュタグ　　　　　#BeosoundA5　#BangOlufsen　#BangOlufsenJapan

カラー　　　　　　　　　  Nordic Weave、Dark Oak

お取り扱い情報 　　　　    ・ BANG & OLUFSEN公式オンラインストア
・ BANG & OLUFSEN公式楽天ストア
・ BANG & OLUFSEN公式Yahoo!ショッピングストア
・ BANG & OLUFSEN専門店、正規代理店オンラインストア（株式会社ザ・ビーズインターナショナル）
・ 家電量販店、正規代理店オンラインストア（完実電気株式会社）
・ セレクト&ライフスタイルショップ、正規代理店オンラインストア（株式会社ネイビーズ）
・ Amazon.co.jp  



BANG & OLUFSENについて

Bang & Olufsenは1925年にデンマークのStruerでPeter BangとSvend Olufsenによって創立された
ブランドです。二人の創立者の情熱とヴィジョンは現在でも色濃くブランドの礎となっています。創業当時
より、Bang & Olufsenは革新的なオーディオ・ビジュアル製品と音響技術の開発を続けています。今日に
至るまでBang & Olufsenの大切な製品価値は一貫して美しいサウンド、タイムレスなデザイン、そして比類
なきクラフツマンシップです。革新的で前進的なプロダクトは世界中のBang & Olufsenのストアや一般
販売店にて販売されています。

GAMFRATESIについて

GamFratesiスタジオは2006年にコペンハーゲンでデンマーク人建築家Stine Gamとイタリア人建築家
Enrico Fratesiにより設立されました。彼らのデザインは、伝統とリニューアルデザインの融合、デザイナー
自身が厳選した材料や技術を用いた、実験的なアプローチを特徴としています。また、古典的なデンマークの
家具や伝統工芸の要素とイタリアのインテレクチュアルかつコンセプチュアルなアプローチを取り入れています。

プレスリリース / 撮影お貸し出しについてのお問い合わせ
バング＆オルフセン ジャパン株式会社 プレスルーム   〒150-0012 東京都渋谷区広尾5-1-25 広尾ヴィラージュ4F

田中愛子   E-Mail： AIKO@bang-olufsen.dk  電話： 03-5422-7616



公式オンラインストア
5月中旬に連載も
スタート予定！ 公式LINE

B&Oアプリケーション
（iOS・Android）

公式インスタグラム
新たにオープン！



日時：
2023年5月12日（金）～6月16日（金） （１Fアーカイブ展）
2023年5月12日（金）～6月25日（日） （2F&3Fマルチルーム）
12:00～18:00

休館日： 施設の営業日による

場所：
Karimoku Commons Tokyo

〒106-0031 東京都港区西麻布2丁目22-5

東京メトロ表参道駅  A5番出口  徒歩10分

主催： 

特別協力： 

Beosound A5の発売を記念してイベントを開催

NHKの連続テレビ小説『らんまん』の音楽も手掛け、類い稀なる才能を発揮する作曲家、阿部海太郎氏が
Bang & Olufsenのために特別に曲を創作。Beosound A5はもちろんAcousticを大切にする同社の
スピーカーで毎日聴きたくなるような素晴らしい曲が生まれました。オリジナルの曲は、 Karimoku Commons 

Tokyoで5月12日（金）から開催されるBang & Olufsenのデザイン軌跡をたどるアーカイブ展 “The B&O 

Design – From the Present to the Past –”の会場でお聴きいただけます。
カリモク家具が運営する同会場では1Fギャラリースペースのアーカイブ展に加え、2Fと3Fのショースペースで
家具と一緒にスピーカーを複数シームレスに繋ぐ“マルチルーム”をご体験いただけます。カリモク家具の
家具とBang & Olufsenのスピーカーのコラボレーションと阿部海太郎氏の音楽をお楽しみいただけます。
期間中はオリジナル曲に加え阿部氏によるプレイリストもお聴きいただけます。素敵な空間で心地よい音楽の
ある生活をご体感ください。

注目の作曲家、阿部海太郎による
オリジナル曲の披露とBang & Olufsenの
アーカイブ展を開催

イベント開催概要

作曲家。幼い頃よりピアノ、ヴァイオリン、太鼓などの楽器に親しみ、独学で作曲を行うようになる。東京藝術大学と同大学院、パリ第八
大学第三課程にて音楽学を専攻。クラシック音楽など伝統的な器楽の様式に着目しながら楽器の今日的な表現を追求する。楽曲のみな
らず、コンサートの企画やアルバム制作など、すぐれた美的感覚と知性から生まれる音楽表現が多方面で評価され、舞台、テレビ番組、
映画、様々なクリエイターとの作品制作など幅広い分野で作曲活動を行う。
音楽を手掛けた主な仕事に、蜷川幸雄演出のシェイクスピア作品や『海辺のカフカ』、インバル・ピント＆アブシャロム・ポラック演出
『100万回生きたねこ』、小野寺修二演出『竹取』、長塚圭史演出『イーハトーボの劇列車』、森山開次演出・振付『星の王子さま サン＝
テグジュペリからの手紙』、NHK『日曜美術館』テーマ曲、NHK連続テレビ小説『らんまん』など。 これまでに7枚のアルバムを発表して
いる。今年夏、新しいアルバムを発表予定。

阿部海太郎

©Takashi Homma

ここでは良質な音だけがデザインされているわけではありません。
人と音楽との良質な関係こそがデザインされています。
技術の進化は、私たちと音楽の関係を優しく親密なものにしてくれました。
まるで室内楽が主流だった時代のように、
私たちの家を、音楽への愛情に溢れた空間にしてくれるのです。 阿部海太郎


